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はじめに
世界的に著名 な言語学者 ノアム ・チ ョムスキーは 『アジァとの戦争』
(NoamChomsk)d969:223-244)の「戦争犯罪」の冒頭に、ラッセルの
ことば 「われらは裁 くのではなく、証言するだけである。そして人間性を取
り戻 して正義に立たせ る任務を果たす」を引用 しながらベ トナム戦争を人類
にとって残虐行為であると批判する。暴力を振りまく野蛮な行為をやめさせ
自由と社会正義 を守 る為にといった文章で終 った。何故彼はそのような本を












1945年4月 、ソ連は 「日ソ不可侵 ・中立条約」の不延長を通告 し、日本
をあわてさせた。これは宣戦布告に準じるものである。8月9日 、ソ連軍は
国境を越 えて南樺太へ侵攻 し、戦闘は敗戦の8月15日 を過 ぎて も続いた。
この侵攻で日本軍は敗走 し、南樺太全土は混乱に陥ちいった。ソ連軍は8月









た。氏はそれに関する資料 として 「調書」「裁判記録」「瑞穂村での ドラマ」
などを私に提供 してくれ、心から感謝 している。特にコンスタンチン ・ガポ
ニエンコKGaponienkoの 著書 『瑞穗の ドラマ』の訳文はロシア語を読めな
い私にとって貴重なものである。ガポニエンコは1933年 ウクライナに生 ま
れた人で、1951年 からサハ リン居住、1958～1966チ ェプラーノフスキー
(双又村)で 教員 ・教頭 ・校長として勤務、1955年 ユズノサハ リンスク教育
大学でロシア語及び文学科卒、1969年 にユズ ノサハ リンスク教育大学歴史
科 を卒業 した。 ソフホーズ チェプラーノフスキー党委員会書記長、1988














も出来 るだけ安 く買った。朝鮮人が物 を買う時は、最 も高い値段 をつけた。





























50歳 くらいの朝鮮人女性、11～12歳 の少女、22～23歳 くらいの若い女性と
























長の森下安雄は 「赤軍が到着したらこれをi援助 し、苦境 にある日本人住民に
敵対 し、逆に赤軍には忠誠をもって相対する」という理由で朝鮮人虐殺 を決
心 した。





は金水哲の義弟(金 水哲氏の妻芳子さんの実弟)で あった。吉田さんは私 と
ともに金水哲氏宅に身を寄せていた下宿人であった。この下宿屋 を朝鮮人は
当時 「平壌家」と呼んでいた。1945年8月9日 、ソ連が日本に対 して宣戦
布告し、日本敗戦の色がいよいよ濃厚になったとき、金水哲氏一家は瑞穂村
の同胞知人の家を疎開先として家財 を預 けた。8月15日 に敗戦 となったの







一切錠前を使わず戸締 りもしなかった。誰 も決 して盗むことをしなかった。
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んだこの男から日本円(軍 紙幣?)合 計215円(250円?)を とった。約
200メ ー トル入った茂みにその死体を捨てて、森下の家に寄って数時後それ
ぞれ帰宅 した。
この朝鮮人集団虐殺 を組織 した1人 である細川宏は裁判において次のよう
に供述 している。O内 は他の証言である。
<8月21日>
8月21日 朝7時 頃、細川宏は千葉政志の家へ来た)角 田と栗山と相談 し、

















縦にして松島の死体を葬った)。(栗 栖昇は 「ハイ、私 は今部 さんの納屋に住
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森下が朝鮮人山本(42～43)を 刀で打って、2ヶ 所胸に傷 を負わせ背中
を斬った。剣は約170年 祖先伝来の ものである。千葉が10米 位の距離から朝
鮮人松田を射殺した。老人は逃げ出したが彼を刀で斬った。この時4人 の朝
鮮人平山、夏川、松田と60歳 くらいの老人が近づいてきた。千葉は荷車の
後ろに隠れ約10米 位の距離から朝鮮人の松田を撃った。彼は転倒 し即死 し
た。老人は逃げ出 したが栗山と平山の家の間で大勢が取 り押さえた。老人を
永井幸太郎が殺した。
4人 目が逃げたが彼を清住が初め鎖で殴 り、細川が刀でとどめを刺 した。
4人 の朝鮮人達 を殺害 した後全員約17人 で、朝鮮人丸山の家へ行った。鈴
木秀夫の証言によると朝の4時 頃丸山の家へ森下、千葉最一、細川宏が近づ




刺 した。千葉は12～13歳 くらいの女児を殺 した。森下 は朝鮮人女性 を短剣
で刺 し、それから4歳 と6歳 の子供 を殺 した。道から5米 位のところで私は
女の背を刀で3度 斬 りつけ斬殺 した。
第3番 目の朝鮮人は千葉政志が猟銃で射殺 した。(4人 は日本刀、若干の
者はナタを持ち、3人 は普通の剣先スコップ、若者達は、1米 位の鎖、又竹
槍を持った。栗山は軽 く水割りのアルコール分 を注いだ。つまみなしに飲ん
だ。このとき、屋敷の方に4人 の朝鮮人が近づ くのを認めた。3人 は皆知っ
ている者である。60歳 くらいの老人は誰 も知らなかった。来訪者達は丁寧
に挨拶をし、朝鮮人夏川は主人に 「瑞穂村にロスケが来 ると我々は非常に困
ります」 と話 したら栗山は 「そうだ大変な事だ」 と答 えた。その時、誰だか
「この野郎 ロスケのスパイ奴1」 といい、夏川の右肩を日本刀で打った。ま
た馬車から千葉マサ ミが直撃弾で撃った。逃走者の中の1人 が、打ち伏せ ら













その家族 を殺すためである。(鈴 木の証言:夏 川正夫 と2人 の顔見知りでな
い朝鮮人3人 がいた。角田東次郎が何の予告 も無しに刀で朝鮮人夏川を斬り
つけた。左手で傷を抑 えながら留多加川の方の潅木林に走った彼を大勢が追
いつき竹槍で止めを刺 した。2人 目の朝鮮人は私が銃殺 し、3人 目は永井幸
太郎が斬 った。それから平山 と丸山の家へ殺 しに出かけた。平山の家に52
～53歳 位の老人がいるのだが彼は家には居 らず道で出会った。清住大助は











粁程歩いた。落葉樹林の側で、3人 を殺 した)。清住大助は丸山をベル トで
殴 り始めた、一方私は彼を数回サーベルで切 りつけた。彼は倒れたが、まだ
生きていた。とどめを刺したのは永井幸太郎である。丸山の家に行ったのは
我々3人 である。私と清住大助 と1人 の名は覚えてないが男が家にやってき







もりであった。1人 の朝鮮人に対 し、日本人1人 を配置しておいた。しばら
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く歩いたところで我々は彼 らを殺害 しにかかった。私 は自分の前を行く朝鮮




















浦島の朝鮮人を皆殺 しにしたことは正 しい、八号線地区の朝鮮人 も同じよう
にやろうと言って、我々に彼 らを手伝ってくれるよう頼んだ。我々は彼 らを
援助することを約束 した。





















進」の号令をかけた。全員がバ ラックに突進 した。中から1人 の朝鮮人が私
の方に走って出てきた。私はすかさずこの男をサーベルで切りつけた。その
後2人 目が手に棒を持 って飛び出てきたので、私が飛びのくと、この男は逃
げ出 した。私はこの男に追いついてマラサーベルで切 り殺した。この2人 を
処分 した後で私はバラックに行った。その中には森下安雄がいて、彼 と共に
4,5人 の日本人がいた。その名前は今覚 えていない。女が2人 いてそのう
















供 と共につれてきて殺すよう鈴木正義、細川武 と千葉最一に命 じた。細川が
番 した女性は彼に 「幼児は空腹なので飲ませたいが自分は乳が出ないといっ









住吉 もかかわった。殺人後4人 の子供 と女の死体 を2日 目に家から約20米
の所 に埋めた。8月21日 と22日 血のついた刃物を留多加川へ投 げ捨てた。
大浦島での第2の 殺人。大刀で殺 し、そして直ぐ千葉最一へそれ を返 した。
夜10時 頃細川武 と清住大助は朝鮮女性が子供と共にいる丸山の家へ出かけ
た。鈴木は2度 か3度 短剣で負傷 した山本のとどめを刺した。森下安雄は
「日本軍司令部から朝鮮人達を全部殺すよう命令を受けた」と言った。細川
と栗山が発言 し、栗山の歓待で酒を飲んだ。
大浦島で、7人 の朝鮮人男子と1人 の50歳 位の老婦 と11～12歳 位の女児
の9人 を殺 した。死体運びのモッコを作る。晩飯は魚とご飯。隣同士仲良く
暮らしたようだが何故殺害への同意をしたのだろうか。栗山は対面審査で








て飯場へ押 し入 り、今部の大納屋に住んでいる15～16人 を皆殺 した。細川
は刃物で腹 を刺 し、また2人 目を刺 した。殺 したのは未知の3人 の朝鮮人で
ある。女と5人 の子供の死体は家の近 くの穴に埋め殺害後2,3日 経てから土
をかぶせた。
栗栖昇は早朝4時 近 くに起 きて永井秋雄の家へ向かった。30～40cm刃 渡
りの短剣 を持って朝の5時 頃納屋に到着した。森下が指揮を取った。納屋を
とり囲んだ。窓から朝鮮人達が見ていた。森下は納屋へ突入した。朝鮮人達
は窓から走 り出 した。私自身は千葉の銃で負傷 した25～26歳 の朝鮮人を殺
した。私は彼ののどと胸 を何回か突き刺 しとどめを刺した。瑞穂村で働いて
いたという朝鮮人達は彼 らがしばしば入れ変ったので誰だか私は知 らない。
殺人現場には2人 の女性と3人 の子供が居 りました。森下が女と子供を連れ





付けられた。大助の供述によると彼 らが殺害 したのは全部で27人 、その中












近の畑で、女 と12歳 の少女を見つけ出し、この2人 を殺 した。細川武がサ
ーベルで女を切 り殺 し、12歳 の少女は私と鈴木正義が殺 した。鈴木はこの
子に手斧で切りつけ、私が刀でとどめを刺した。
〈8月24日 以後〉













叫んだ 「逃げた、逃げた1彼 を追いかけろ!」 私は彼に納屋から40米 位の









の女性 と6ヶ 月から12歳の子供6人 を含む)を 虐殺 した罪を認めた。
3.検 死 、 調 書 、 判 決 、 執 行
1946年7月 に行った死体発掘と検死によって次のようなことが明 らかに
なった。全部の死体(死 者全員)に 無数の(細 かく刻まれた)刺 し傷があり、





所、後から刺 された傷があるのが見 られた。左の肋骨には多数の骨折が見 ら
れ、腹部には2箇 所、貫通 した刺傷があった。背負いひもで母親におんぶ さ




極東管区主医鑑定書(主 法医鑑定役グドコーフ ・エ ・エムの立会委員会と瑞
穂村の住民が立会)に よれば次のように検死 された。















穴No.4瑞 穂村からの約15kmの 地点,死 体が重なって横たわる。上に女
児の死体。女の死体は年齢12～14歳 と認める。額 と頂頭に鈍器 による穴。
下方の女の死体には肩甲骨部分の刺し傷3箇 所、背中側からあり。
穴No.5瑞 穂村西方1kmの 位置、男性30～40歳 の死体は頭蓋骨部分に鋭
刃による器具による多数の傷を認める。胸部に多数の傷 と右肋骨全部骨折
穴No.6男 性:頭 蓋骨に2箇 所傷跡が頭蓋内に及ぶ。右上眉鋏斬傷、頭蓋
骨に多数の骨折











1946年9月28日 デヴェーヴェーオー(極 東軍管区)軍 法会議の判決によ
り、細川宏、清住大助、栗栖昇、千葉政志、永井幸太郎、細川武 、千葉最
一はロシア共和国刑法第16条、58項の4、 第58条 の88項 及び58条 の11項 を、








月15日 刑期 を終える前に釈放された。その他、有罪の判決を受けた8人 の消
息は明らかではない。
KGBシ ベリア公文書保管所の 「軍事裁判判決書」による。
死刑(銃 殺刑)7人:栗 栖昇(1921)永 井幸太郎(1917)清 住大輔(1909)






管区主医監査省 グ ドコーフ。1947年2月26日 ウラジボス トク市 にて執行
にウリィリフが署名
4.武 装化した日本農民
この事件は1945年8月20日 から23日 までに、のどかな農村であるサハ リ
ン(樺 太)真 岡郡瑞穂村で日本人が同 じ村の住民である朝鮮人をゼノサイ ド
した事件である。瑞穂村で3人 の女性と6人 の子供が混 ざって、総27人 が
殺害された。それについてソ連当局は犯人を逮捕し、供述や検死など資料に
して有罪判決をし、1947年2月26日 に処刑 して終結 した。しか し全体を指










1935年 まで 日本民政党メンバー、上等兵、銃ア リサカ76301番 号、ベルダ
ン銃一古い物、 日本刀1丁 一古い もの、アリサカ銃の弾、銅弾24弾 蒼、黒
弾一11弾 、ズ ック弾薬盒、弾入れカバン、猟銃、短剣フィンク刃渡 り35
～40cmを 持っていた。永井幸太郎は支那事変に参加 しメダル、赤十字章、
勲8,5等 章を受賞 し、軍用長剣 を所有 した。栗山吉左衛門は1923か ら
1927年 まで軍隊勤務、上等兵であり、栗毛色の馬、生後3ヶ 月子馬を持っ
ている。長男は23歳 で 日本軍隊に勤務 した曹長で村役場の顧問、最上位の
位で、長剣 を持っている。このメンバーはほぼ武器を持っている。在郷軍人
以外に鈴木秀夫は古いサムライの刀を持っていた。栗栖昇 は剣 、1.5米 位の










集合 し、これに軍の将校 も参加 した。永井秋雄は6歳 の馬(牝 馬)、 生後4
ヶ月子馬 を持っている。橋本隅吉は短剣を持っている。永井秋雄(銃)、 カ
シワバラジュンシ(銃)、 道中忠雄(刀)、 栗栖昇(短 剣)、鈴木秀夫(軍 刀)、
鈴木サジロウ、橋本住吉(ナ タ40cm)、 三輪(名 前不明、銃)、 三船一郎
(ナタ30～40cm)な どは武器を持っていた。
このようなことはこの村にだけの例外的なものではなかった。日本植民地





た韓国 ・巨文島に移住 した木村忠太郎もピス トルを所持したという証言があ
り、終戦直後在郷軍人が治安を担当して武装を解除したのが分会史に書かれ
ている。


















小卒 日本民政党党員経歴 銃 、ベ ルダン銃 、アリサ








































鈴木、千葉政志 夏川正夫 鎖、竹槍、銃 留多加川 埋めた
清住大助 老人 日本刀 埋めた






上同 男性 鎖、日本刀 埋めた
上同 男性 鎖、日本刀 埋めた
千葉政志 平山 猟銃、日本刀
8月22日角田東太郎 刀 栗山の家
森下 山本 刀 、剣










森下安雄 女性(母) 短剣 穴に放り込んだ
千葉最一 13歳 女児 刀










5.ス パ イ とされ る朝鮮 人
日本とソ連の挟間にいた状況において朝鮮人は時にはソ連側から時には日
本側からスパイとされた。それは日本とソ連の挟間にいる状況で両方からス
パイとされた。サハ リンの日本軍はソ連のスパ イに対処するためにサハ リン
少数民族を諜報活動に利用 した。彼らはサハ リンの南北 を跋渉 しながら猟を
して生活 したので利用性が高いからであって、ソ連軍 も彼 らをスパイとして
利用 した(田 中了編、1994:52-65)。 しかしこの村の朝鮮人はそのよう
な意味でスパイではない。それよりは朝鮮人が勝者の味方、勝者になりそう
であり、そして復讐 されるという恐怖心があったと思われる。それよりもっ




























アジアに強制移住させた(キ ンピオ トルゲルノビチ、バンサンヒョン訳 『在
蘇韓人移民史』探求堂、1993:12)ソ 連側からは朝鮮人は日本人と最 も近
い危険な民族に感 じられた。ソ連地区に生 きながら日本にスパイ行為をした
















と考え、1920年4月4日 に新韓村の朝鮮人数百人を虐殺 した事件が発生 した。
1922年 日本軍が撤収 しなが らソ連に朝鮮人の独立運動を中止させることを




「容疑」のランク付けをしている。特に樺太はソ連国境 と隣…接 してお り、ソ
連の領土である北樺太から移住 して来た朝鮮人にはスパ イ活動 を防 ぐために
防諜取締 をし、防諜要注意者の手配 した。管轄別の朝鮮人の人口(朝鮮人現
在表)を 調査 して、「要視察」「要注意」と、所在を把握 し行動 を視察する。
朝鮮人を犯罪人視 し、思想つまり独立運動者 としての憂いがあると、報告 し、










カナダ人ルーサー リスガー ・ヤング(61歳)は 朝鮮と日本で宣教活動を

















客観情勢に応 じ或は搭頭 し或は蟄伏潜在するなど、巧みに客観情勢を利用 し
又は他の運動に便乗 して策動を持続しつつある実情にして表面好転化せ りと
謂 うも尚即ち嘗て満州事変の勃発に依り当時彼等は我が国力強大なるを直視
し、帝国新奇の念乃至威服の念を抱くに至 りその対 日感情は著 しく好転せる
ことが認め られた。「更に品事変の勃発に再び帝国の強大なる国力を感得 し
一般朝鮮人は思想上重大なる影響を受け、之により皇民たる自覚を一層強め









検挙 し、5月8日 陸軍刑法第99条 違反として東京刑事地方裁判所検事局に送
致 したる趣通報があった。コミテルンの民族運動に対する指令の件、朝鮮民
衆の扇動民族意識濃厚なるものの結果、朝鮮共産党及党員を支援することが
予想 されるので相 当注意視察すべ きだ。本籍江原道生 まれ、農業尹南薫
(18歳)は1927年9月4日 両親と共に内地住所北海道転入 し温根別小学校6






































い う。 日本人は竹槍、 日本刀などで朝鮮人を多く殺 した(林 えいだい、
1992:41)Q
一方 日本人からは朝鮮人がソ連のスパイだと誤解 された。終戦の渦巻きの
中で朝鮮人が暴れることは予想 されるが日本人が朝鮮人 を殺 した証言は数多
く聞ける。朝鮮人は軍の秘密工事をしたので、ソ連軍にもらされたら困る留
置 されている人の中か ら日本人だけを先に釈放して、朝鮮人を19人 銃殺し




















たものだといい、「戦争 とい うものが、あのような異常 な雰囲気を作 った」
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